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No.2880              第１５回例会   令和４年 11月 8日（火） 

千葉興業銀行八日市場支店２階例会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県立八日市場特別支援学校 

菅谷義隆様（左）人見清悦様（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。本日も出席お疲れ様でござい

ます。 

10月 30日（日）に行われましたロータリー情報

研修会に参加された皆さんお疲れ様でした。「み

んな地球に生きる人」というテーマでアグネスチ

ャンさんの基調講演をいただきました。24時間

テレビでの企画がきっかけとなり、国際支援のボ

ランティア活動が始まったと話をされていまし

た。南アフリカをはじめとする特に戦争や貧困の

ある国では弱者となる、小さな子供や女性にとっ

てまだまだ支援が必要だとおっしゃっていまし

た。当クラブでは同じような活動をしている、も

っと小さな団体ではありますが NPO 法人テラ・ル

ネッサンスに寄付をさせていただいています。戦

争が南アフリカの飢餓につながっているという現

状があります。すなわち価格の高騰などが原因で

貧困となり子供たちがどんどん亡くなっていくと

いう現状です。 
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（ウインザー・ローズランド RC、カナダ） 

第 2790 地区ガバナー     小倉 純夫（松戸 RC） 

第 8 グループガバナー補佐   信太 秀紀（銚子 RC） 

国際ロータリー第 2790 地区（千葉県）第 8 グループ  YOKAICHIBA ROTARY CLUB 

会     長    鈴 木 英 人 

副  会  長    菱 木 智 仁 

幹     事    熱 田 文 彦 

広報・公共イメージ 

向上委員長      熱 田 寛 明 
創 立 昭和 37 年（1962）1 月 13 日 

平成 29 年（2017）韓国富平 RC との姉妹クラブ締結 

例会日 毎週火曜日 12：30～13：30 

例会場 千葉興業銀行八日市場支店（２階） 

事務局 千葉県匝瑳市八日市場イ 2571 

    TEL 090-3240-6397（幹事）  

FAX 050-3033-4137（事務局） 

      http://yokaichiba-rc.jp/ 

 例会プログラム 

〇点   鐘         鈴木 英人会長 

〇国   歌        「君が代」斉唱 

〇ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ         「奉仕の理想」斉唱 

〇会長挨拶          鈴木 英人会長 

〇幹事報告          熱田 文彦幹事 

〇委員会報告 

〇卓   話   千葉県立八日市場特別支援学校 

            教頭 人見 清悦様 

            教諭 菅谷 義隆様 

〇ニコニコ報告   
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〇点   鐘         鈴木 英人会長 

会長挨拶  ・・・鈴木 英人会長 

本日のお客様 
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話は変わりますが、今月はロータリー財団月間で

す。円安の影響でいつもより 5 割ほど多くかかり

ますがぜひご協力をお願い致します。しかし、支

援が必要なのは海外だけではありません。まずは

地元に目線を落とすことが大事だと思います。本

日の卓話を拝聴して現状を踏まえて何ができるか

を考えていきたいと思います。 

来週はガバナー補佐訪問となります。卓話後クラ

ブ協議会となります。担当となる理事、委員長の

発表の機会となります。ぜひ宜しくお願い致しま

す。 

最後になりますが、今夜は皆既月食です。夜の 8

時がピークということですので、星空を眺めてみ

るのもいいのではないでしょうか？以上まとまり

ませんが会長挨拶とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.例会場及び時間の変更  

＊銚子ロータリークラブ 

11月 23日（水）は定款により休会となります。 

 

＊銚子東ロータリークラブ 

11月 22日（火）は定款により休会となります。 

12月 6日（火）は移動例会のため、点鐘 12：

30、場所は円福寺となります。 

 

＊多古ロータリークラブ 

11月 22日（火）は定款により休会となります。 

11 月 29 日（火）は 30 日（水）の移動例会に

振替となります。 

 

2.会報受領クラブ名  

 ＊銚子ロータリークラブ 

  9月～10 月分 7通が届いております。 

   

3.週報礼状  

＊本日はございません。 

 

 

 

 

4.記念日表彰 

【入会記念】 

 閔  鉉基様  H21 年 11月 25日 

 鵜澤 宜広様  H23 年 11月 18日 

 

【誕生祝】 

 井上 峰夫様  S23 年 11月 16日 

 熱田 健治様  S27 年 11月 9日 

 熱田 文彦様  S28 年 11月 23日 

 椎名 利臣様  S44 年 11月 19日 

 斎田  忠様  S44 年 11月 30日 

 

【奥様誕生祝】 

 青木富士子様（青木 眞人様）  11月 7 日 

 江波戸陽子様（江波戸正雄様）  11月 11 日 

 宇之沢敏子様（宇之沢文夫様）  11月 10 日 

 井橋 千香様（井橋 雅彦様）  11月 2 日 

 鈴木佳代子様（鈴木 勝也様）  11月 20 日 

 

【結婚祝】 

 鶴野 航三様・和江様  11 月 3 日 

 青木 眞人様・富士子様 11 月 7 日 

 宇之沢文夫様・敏子様  11 月 27 日 

 閔  鉉基様・英美様  11 月 25 日 

 熱田 文彦様・節子様  11 月 3 日 

 斎田  忠様・早苗様  11 月 4 日 

 

5.その他 

＊配布物・・・ロータリーの友 11月号 

        ガバナー月信 11月号 

        2021-22年度ガバナー月信 

        2021－22 年度ガバナー補佐報

告書 

  

 ＊回 覧・・・風の便り通刊 97号 

 

 ＊今月のロータリーレートは、148 円となりま

す。 

 

 ＊小見川ロータリークラブより活動計画書が届

いております。 

 

 ＊来週はガバナー補佐訪問です。クラブ協議会

で活動計画書を使用しますのでお持ちくださ

い。 

 

 

 

 ＊本日はございません。 

 

 

幹事報告  ・・・熱田 文彦幹事 

委員会報告  
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 千葉県立八日市場特別支援学校 

     教頭 人見 清悦様 

     教諭 菅谷 義隆様 

 

卓話テーマ「学校の現状と地域との関り」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八日市場特別支援学校、昭和 63年に開校した

知的障害のある児童生徒を対象とした県立の特別

支援学校です。現在、千葉県には県立特別支援学

校は 37校あり、知的（27）の他、視覚障害

（1）、聴覚障害（1）、肢体不自由（6）、病弱

（2）を対象とした学校があります。他にも県内

には、千葉市、船橋市、市川市には市立の特別支

援学校と、千葉大学と筑波大学の付属特別支援学

校があります。県では、特別支援学校の機能の充

実を目的に、複数の障害を対象とするようになっ

てきています。近隣では、銚子特別支援学校は肢

体不自由の他、知的障害も対象としています。ま

た、銚子特別支援学校では地域の小中学校児童生

徒に対して聴覚、視覚、肢体不自由、病弱の障害

に対する通級による指導を行っています。 

 

 本校の校章は、学校を表す丸と、八の字を模し

た二人の子供が成長していく姿を表現し、赤は青

春と情熱を、青は深い愛を、地の色の緑は緑に囲

まれた、この地域が植木の里といわれる様子を意

味し、学校と地域が一体となって子供の成長を見

守っている様子を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんにお配りした学校要覧の表紙の裏には校歌

が掲載されています。この校歌は、シンガーソン

グライターの谷山浩子さんによるものです。谷山

浩子さんのご両親が、八日市場 現 匝瑳市に住ま

われていたことから、制作してくださったと伺っ

ています。「谷山浩子 校歌」と検索していただ

きますと「八日市場特別支援学校」の校歌がでて

きます。昨年度は谷山浩子さんのお母様から、ト

ランペット奏者であった亡くなられた谷山浩子さ

んのお父様が趣味で描かれた柿の絵を、子供たち

のためにと、本校へ寄贈していただきました。現

在、昇降口に飾っています。本校へお越しの際は

ぜひご覧ください。 

また、この歌詞から、本校の通知表は「きらら」

と呼ばれ、文化祭も「きらら祭」と呼んでいま

す。 

 

 小学校や中学校の児童生徒数は、年々減少傾向

にあることはご存じだと思いますが、特別支援学

校の児童生徒数は増加傾向にあります。千葉県で

はこれまで「県立特別支援学校整備計画」を策定

し、新しい特別支援学校の建設や増改築を行って

きました。今年度は流山に東葛の森特別支援学校

が新たに開校しています。今年度から第 3次整備

計画が進んでいるところです。 

 本校も開校当初は、全校 82名、教職員 52 名の

規模でした。その後、年々児童生徒数は増加し、

対応が迫られてきました。平成 27年に飯高特別

支援学校が開校し、それにより現在の本校の学区

は、匝瑳市の北部を除く地域、旭市の干潟学区を

除く地域、横芝光町の光地域となり、平成 26年

度には 156名となった児童生徒も、平成 29 年に

は 134名となりました。一時児童生徒数が減少し

たものの、その後増加をし、今年度初めは 155

名、現在は転入があり、158 名と、飯高特別支援

学校開校前よりも増え、さらに増加傾向にありま

す。ここ数年は教室が不足し、本来の 1 学級の人

数、小・中学部 6 名、高等部 8 名、重複学級 3 名

という基準以上の人数で、授業を行っているとこ

ろです。職員も常勤が 107 名、非常勤を含めて

115名の職員となっています。 

 

 本校の学校教育目標は「自立し、心豊かに、た

くましく生きる児童生徒の育成」とし、明るく元

気にあいさつする子・友達と仲良く助け合う子・

自分のことは自分でする子・自分で考え自分の石

を表現する子・自分から進んで働く子の育成を目

指しています。重点目標などについては後でお読

みください。今年度大きく変わったところは、

（1）学校経営の⑥です。（資料参照）来年度のコ

ミュニティスクール導入に向け、現在準備を進め

ているところです。この後ご説明します。 

 

 

卓  話 
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 本校の児童生徒の多くは、スクールバスで登校

をしています。現在、3 コース配車をしていま

す。コースによっては、かなり密な状態になって

います。現在、コロナの感染拡大防止のため、可

能な御家庭には学校までの送迎をお願いしている

ところです。地域の方には、スクールバスのバス

停として、また保護者の送迎の際の駐車場所とし

てご協力いただいています。また、匝瑳市のあり

のみ学園、旭市の滝郷学園・聖母療育園など入所

施設から通学する生徒もいます。 

 

 年間行事計画をご覧ください。今回のテーマで

あります「地域とのかかわり」について関連する

部分についてご説明いたします。本校では、平和

小学校の校長先生、平和地区区長会長様、匝瑳市

役所福祉課課長様、海匝ネットワーク所長様、等

からなる開かれた学校づくり委員会を設置してい

ます。これは、県下の県立学校すべてに設置が義

務付けられているもので、この組織をもとに、さ

らにコミュニティスクールを導入している学校も

あります。この組織では、校長が学校の運営方針

を説明し、ご意見をいただいたりしています。地

域の方のご意見をうかがうことで、地域に開かれ

た学校づくりを目指していきます。 

 

 また、本校では匝瑳市の福祉課障害福祉班、総

務課消防防災班、民生児童委員、消防団の方のご

協力をいただき、学校危機管理委員会を設置して

おります。5月、10月、1月の年間 3 回の会議

と、ここ 2年間は、コロナへの対応から実施はし

ておりませんが、9 月に福祉避難所開設訓練を行

っています。令和元年度には、地域の方にも訓練

に加わっていただき、そのあと、集会を行ってご

意見をうかがうなど、地域防災と災害時の障害者

の支援に取り組んでいます。 

 

 高等部では、地域の方にご協力いただき、5

月、10月に産業等現場における実習を行ってお

ります。この実習は、卒業後の進路を決定するう

えで大切な実習となっています。 

 

 11 月にはきらら祭、高等部は 6月、2 月のきら

ら市、中学部は 1 月のスマイルマートの販売会を

行っています。地域の方もお呼びし、作業実習で

作成した製品販売を行っています。皆様も機会が

ありましたら、ぜひお越しください。 

 

 小学部では共興小、須賀小と学校間交流をして

います。今年度はリモート交流として、Tスロー

を行う予定です。T スローはボッチャをさらに優

しくしたような協議で、白いボールを動かないよ

うに固定し、一定の距離内に何個自分のボールを

入れたか競います。中学部、高等部は現在、学校

間交流は行っていません。さらに、希望する児童

生徒が、自分の住んでいる地域の小学校、中学

校、高等学校へ行って共に学習をしたり交流をし

たりする、居住地校交流を行っています。今年度

は匝瑳市 4校、旭市 3 校で計 8 名が実施していま

す。詳細な計画のもと、保護者や担任が付き添

い、体育や音楽の学習、休憩時間など相手校の授

業の中で一緒に学習し、支援を受けながら交流を

深めています。地域に生きる子供たちにとって、

地域に知っている人がいる、知ってくれている人

がいることは、今後地域で生きていくためには大

変重要なことです。本校では、中学部、高等部の

希望者がいないのは残念です。 

 

各部の週日課をご覧ください。小学校や中学校

などとはちょっと違っているかと思います。商学

部では、日常生活の指導から始まります。これ

は、道具を整理したり着替えたり、朝の係りの活

動をしたりする時間です。知的障害のあるお子さ

んにとって、着替えなど日常生活の基本となる活

動がしっかりできることが自立した生活をしてい

くうえでとても大切なことになります。給食も日

常生活の授業の一つです。食具を使って、できる

だけ好き嫌いなく食べること。生活の上で大切な

ことです。本校では、自校給食で、色々なメニュ

ーを、温かいまま提供しています。 

 

 国語・算数の時間があります。一人一人の学習

課題の差が大きくありますので、ドリルなどで個

別に取り組んでいます。読んだり書いたり、計算

したりすることがまだできないお子さんもいま

す。そのようなお子さんには、自立活動として、

ビーズを紐に通したり、パズルのような型はめを

行ったりと、手先の器用さやここを押したら物が

でてくるなど、因果関係を理解する学習を行って

います。自立活動都は、特別支援教育ならではの

内容で、「健康の保持」「心理的な安定」「人間関

係の形成」「環境の把握」「身体の動き」「コミュ

ニケーション」の 6項目からなり、すべての学習

において、必要な内容を取り入れて指導していき

ます。 

  

 生活単元学習は、「校外学習へ行こう」「野菜を

育てよう」「○○ランドを作ろう」など、一つの

学習のテーマを持ち、その中で各教科の様々な内

容を入れて学んでいくものです。「校外学習へ行

こう」という内容でも、行く場所のことを調べた

り（社会）、買い物の練習でお金の金額を確認し

たり（算数）しおりを作ったり（図工）、持って



5 

 

いくものを書いたり（国語）、と様々な教科の学

習内容を合わせて指導しています。季節や子供た

ちの興味に合わせて、教師が学習の題材を考えて

いきます。 

 

 中学部や高等部では、作業学習が中心となりま

す。中学部は、クラフト班、手芸班、木工班と 3

つの作業グループでこのような製品を作っていま

す。高等部は、木工班、紙すき班、手工芸班、園

芸班と今年からこね鉢班ができ、製品を作ってい

ます。お客様に喜ばれる製品を目指して、それぞ

れの力に合わせて、製品作りを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ホームページより抜粋） 

 

 作業学習は、製品作りやその作業の技術を高め

ることが主たる目標ではありません。各活動を通

して、働くことの意欲を養い、将来の職業生活や

社会自立に必要な内容を学習しています。 

 

 高等部の八特タイムでは、子供たちの興味関心

に合わせて、地域にでて、ごみ拾い活動を行った

り、季節を感じられるものを探しに行ったりして

います。その中で、地域の方との交流も生まれて

います。また、高等部では 6月頃、10月頃に、

実際に地域の企業様や福祉施設様などにご協力を

いただき、実際の仕事や卒業後の生活を体験する

「産業現場等における実習」を行っています。こ

の活動は、実際に就労を希望する場所で仕事や活

動を行わせていただく実習です。直接、卒業後の

就労に結びつくもので、近隣の多くの企業様、施

設様にご協力をいただいています。 

 

 令和 5 年度からは、本校はコミュニティスクー

ルとなる予定です。コミュニティスクールとは、

学校運営協議会を設置した学校のことをいいま

す。学校運営協議会は、地域の方や関係機関の方

などに委員をお願いし、地域の力で子供の教育活

動を支え、学校の課題解決を図っていくととも

に、学校の教育力で地域の課題解決を図っていく

ことを目指しています。最後にお知らせとなりま

すが、今年度本校は、心のバリアフリー教育推進

校として、障害者スポーツの普及に取り組んでい

ます。地域の方に用具の貸し出しや、子供たちが

出演するルール解説ビデオも用意していますので

どうぞご活用ください。 

 

今後も引き続き、地域の方々と連携し、地域と共

にある学校作りを進めて参ります。皆様方にもご

協力いただくことがあるかと思います。どうぞ宜

しくお願い致します。 

 

就労支援コーディネーター 菅谷 義隆様 

 

八日市場特別支援学校生徒の卒業後の進路につい

てご説明いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年間 20 社位で在学中の生徒の実習を行ってい

る。 

・10 人中 5人が一般企業に就職 

 （一般雇用、障害者雇用合わせて） 

 

【主な実習先（匝瑳市）】 

 ・熱田畜産・石川商会・九十九里ホーム 

 ・日栄建設・ビックハヤシ・カスミ八日市場店 

 ・ベイシア・タイヘイ株式会社・松山ゴルフ 

・匝瑳ぬくもりの郷・(有)GPセンター 

・カインズホーム・現代興業・しまむら等 

 

・実習をし、実際に就労に結びついている企業も

ある 

・80％～90％が一般企業へ就職をしている 

 

【実習のねらい】 

 ①働くことの意識や厳しさ、喜びを学ぶ 

  

②職場のルールや職場の皆さんとの関わり方を 

  学ぶ 

  

③働く習慣を学び、将来の自立に必要な力を身

につける 

 



6 

 

【実習の概要】 

 ①実習期間 

  約 1～２週間前後でお願いしています。 

  （八日市場特別支援学校では 10 日間） 

  

②実習内容 

  本人の普段の様子から、事業所と学校で相談

の上、決定させていただきます。 

 

 ③実習に対する報酬 

  授業の一環のため、一切いただきません。 

 

 ④実習に対する経費 

  交通費、昼食代等は保護者の負担とします。 

 

 ⑤災害補償 

  通勤途上を含め、学校に通学している場合と

同じ保障が得られます。事業所へは責任をお

かしません。 

 

 ⑥実習打ち合わせ 

  事前に実習についての詳細を打ち合わせさせ

ていただき、学校より実習に関わる書類（契

約書）を提出します。 

 

皆様の中で実習先を紹介していただけるなどあり 

ましたら是非宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は貴重な資料、お話をありがとうございまし 

た。学校の現状、地域との関り合い、さらには就職 

までお話いただき、一言で支援といっても簡単な 

ことではないと思いますがこれからも我々も頑張 

っていきたいと思いますので、今後ともお体に気 

をつけて頑張ってください。本日はありがとうご 

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇鶴野 航三君 結婚祝をいただいて 

◇栗田 壮一君 お久しぶりです 

◇井上 峰夫君 誕生祝をいただいて 

        少し良いことがありました 

◇伊藤 達裕君 日曜からお遍路に行ってきます 

◇宇之沢文夫君 奥様誕生祝をいただいて 

        結婚祝をいただいて 

◇鈴木 英人君 出席ご苦労さまです 

        特別支援学校 人見様、菅谷様を 

        お迎えして 

◇川口 京子君 特別支援学校の皆さん、ありが 

とうございました 

◇鈴木 勝也君 奥様誕生祝をいただいて 

◇熱田 文彦君 誕生祝をいただいて 

        結婚祝をいただいて 

◇斎田  忠君 誕生祝をいただいて 

        結婚祝をいただいて 

 

１７，０００円 

累 計 ２２７，５００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎出席免除者数 6 名 

 

〇点  鐘  鈴木 英人会長 

 

  お持ち帰り弁当   ブリッジ 

 

 

項 目 会員総数 出席数 出席率％ 

本日 

11/8 

 

38名 

 

20名 

 

58.8％ 

前回 

10/30 

 

38名 

 

11名 

 

33.3％ 

謝 辞  ・・・鈴木 英人会長 

ニコニコボックス報告 ・・・大久保要治 

親睦委員 

出席状況報告 ・・・南 信好出席委員長 
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 優 勝      熱田 文彦会員 

 準優勝      鶴野 航三会員 

 

おめでとうございます！    

 

 

第 8 回理事会次第 

 

日 時 2022 年 11 月 8 日（火） 午後 1：30～ 

会 場：千葉興業銀行八日市場支店 2階例会場 

進 行 幹事 熱田 文彦 

 

1.  開 会 

2. 会長挨拶 

3. 議長選出 定足数の確認   9／11 

4. 報告事項  

5. 議 題 

  

1 号議案  12 月例会予定 承認 

 

第 18 回  12 月 2 日（金）  ガバナー公式訪問 

      点鐘 12：30 場所 旭市商工会館 

 

第 19 回  12 月 6 日（火）  通常例会 

（クラブ総会） 

            ※例会終了後、理事会 

 

第 20 回  12 月 13日（火） 通常例会 

      卓話者 第 2790 地区 

 ガバナーノミニー 寒郡茂樹様 

           （富里 RC所属） 

 

第 21 回  12 月 20日（火） 夜間移動例会 

（クリスマス会） 

      点鐘 18：30 場所 ホテル日航成田 

 

      12 月 27日（火） 休会 

 

2 号議案  観月会決算報告及び 

クリスマス会予算案について 

                 承認 

 

6. その他 

①ガバナー補佐訪問について 

（クラブ協議会発表者、食事の時間等） 

②地区委員推薦について 

③ロータリー財団ポイント使用について 

④令和 5 年 1 月の予定 

 1 月 3日（火）休会、10 日（火）初詣（西光

寺）・新年会（柿岡屋）17日（火）通常例会

（卓話者調整中）24日（火）通常例会（卓話

者調整中） 31日（火）休会 

                               

 

 

飯高寺にてモミジの植栽をしてきました 

鈴木年度第１回ゴルフコンペがレインボーヒ

ルズにて開催されました。 

理事会報告 
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第８グループ 


